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活動をサポートしてください。
年会費は1,000円です。

カンパとボランティアで、暮らしの声を政治に届ける運動を３０年以上続けてきました。

「暮らしのための議会」を実現するため、みなさんのご意見や想いを聞かせてください。
生活って政治！

暮らし

ガイアシンフォニー視聴会を開催　次回は 10月17日（木）・２５日（金）
環 境

P.３ 新型コロナワクチン定期接種
6月議会 歳入歳出予算の補正額

P.4 ガイアシンフォニー視聴会
市民ネット情報

P.1 増やそうグリーンインフラ

P.２ 保育士の配置基準の見直し
自衛隊への名簿提供

感想：もっと議会の仕組みを知りたくなった。見学会が定期的にあると傍聴も増えるかも！
こんな機会がないと一生行かないところを見学できてよかった。とても充実した見学会でした。
今日一番良かったと思った質問。「傍聴するのに、お金いるんですか？」
大人だけなら、このような質問はでないだろうな。
　今年は子どもたちの参加も多く、和気あいあいとして、質問もあれこれ飛び交いました。
暮らしそのものが政治ということが実感できる機会をこれからも増やしていきたいと思います。

　気候危機、地球沸騰と言われる昨今、今一度母なる星地球（ガイア）の響き、
いのちの偉大さ、地球という一つの生命体の中に生かされていることを実感し、
地球の未来、健康や環境問題について語り合いました。 7月１日に「第一番」、８
月１日に「第一番・第二番」の視聴会を催しました。

感想：今日は自然を理解し調和しようとする人 （々動物も）の営みを知ることがで
きて、とても清々しく解放された気持ちになれました。

本作品は 1992年に第一番が公開され、現在第九番まであります。
定期的に視聴していく予定です。

10月 17日（木）10:30 〜　天神
 午前 「第二番」　午後 「第三番」

< 次回以降の予定 >

10月 25日（金）10:15 〜　千早事務所
 午前 「第一番」　午後 「第四番」 参加ご希望の方は詳細をお伝えします。

8月6日（火）　香住ヶ丘公民館にて開催　参加者 9名

税法学者が講義された動画を観て勉強しました。
税理士の小長光さんをゲストに身近な悩みや相談
為になるアドバイスを頂きとても勉強になりました。
あっという間の楽しい時間でした。

埼玉県嵐山町議会では
このような取り組みも

埼玉県嵐山町議会は夏休み中の勉強に役立ててもらおうと、中学生以上の
学生に閉会中の議場を自習の場として貸し出す取り組みを始める。（毎日新聞）

２０２４年７月３１日　議場で記念撮影

２０２４年８月６日　香住ヶ丘公民館にて

気候危機は待ったなし！！ 増やそう グリーンインフラ 議案質疑6月

ため池を処分する議案が上程され、流域治水の推進やグリーンインフラ推進戦略を取

りあげ、河川や、その流域の生態系の保全・再生は目に見えない部分のことまで考え

ていかなければならないことなど、具体的に自治体で推進することを求めました！

※「グリーンインフラ推進戦略」

人と自然環境のより良い関係の構築につなげる戦略。自然環境の機能を

　　活用した取り組みに対応した法令等や支援制度が整備されています。

「グリーンインフラ」というのはね♪
社会資本整備や土地利用等のハード・ソフト両面において、
自然環境が有する多様な機能（生物の生息の場の提供、良好
な景観形成、気温上昇の抑 制等）を活用し、持続可能で魅
力ある国土づくりや地域づくりを進めるものです♪

■ハザードの軽減　危険な自然現象の発生を抑える
・洪水や土砂災害など、危険な自然現象（ハザード）の発生の抑制に、生態系の

様々な機能を活用する。
・森林や緑地が雨水を一時的に貯留・浸透させる機能、ため池や農地が降雨時

に雨水を貯留・浸透させる機能（田んぼダム、ため池の事前放流など）等

■暴露の回避　土地の成り立ちを考慮した利用を行う
・危険な自然現象の影響が及ぶ範囲に人命や財産等をさらさないために、　

自然災害によるリスクを念頭に置いた土地利用を考える。
・河川の氾濫原のように定期的な自然の撹乱を受ける場所を湿地やワンド・　
　たまりなどとして維持することで、自然災害によるリスクの低減だけ
　ではなく、生物多様性の保全を図る 等

■脆弱性の低減　危険な自然現象に対する緩衝帯として生態系を利用する
・自然災害と人命や財産等の間に緩衝材を設けることで、危険な自然災害

からの影響を低減する。
・津波被害の低減や防風・防砂を目的とした海岸防災林、洪水時に流木や

土砂等が背後の農地等へ流入することを防ぐ水害防備林、防風・防雪や
日射の遮蔽等を目的とした屋敷林 等

● 生態系の保全・再生と防災・減災の関係性

環境省自然環境局生物多様性戦略推進室　資料「Eco-DDR 普及に関する取り組みについて」より

環 境

お気楽に

ご参加

ください♪

税の勉強会＆市政懇談会

庁 議 室
災害対策本部
議会傍聴席
議 場

（市の職員さんたちも入る機会はあまりない貴重な機会）
（行政棟 15 階　福岡市の防災について）
（議会棟 15 階　議会の仕組みについて）
（議会棟 14 階　議長席にも座ったよ！）

見学コース
夏休み
企画




